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(57)【要約】
【課題】画面内のハイライト部分を優先しつつ、より安
定した露出の制御を行うことができる測光装置を提供す
る。
【解決手段】測光装置は、被写体光を複数の撮像領域で
撮像し、各撮像領域の画像データを取得する撮像部１１
２と、各撮像領域で取得した前記画像データから、各撮
像領域の輝度値を算出する第１算出部１０３と、予め設
定された条件に適合する撮像領域の輝度値を低減させる
ための補正を行う補正部１０３と、補正後の複数の撮像
領域の中で最も明るい撮像領域の輝度値に基づいて露出
制御用輝度値を算出する第２算出部１０３と、を備える
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体光を複数の撮像領域で撮像し、各撮像領域の画像データを取得する撮像部と、
　各撮像領域で取得した前記画像データから、各撮像領域の輝度値を算出する第１算出部
と、
　予め設定された条件に適合する撮像領域の輝度値を低減させるための補正を行う補正部
と、
　補正後の複数の撮像領域の中で最も明るい撮像領域の輝度値に基づいて露出制御用輝度
値を算出する第２算出部と、
を備える測光装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の測光装置において、
　前記補正部は、前記第１算出部で算出された各撮像領域の輝度値を平均化し、その標準
偏差を算出すると共に、予め設定された条件に適合する撮像領域として、前記標準偏差に
基づいて設定された輝度範囲よりも高い輝度値となる撮像領域について、その輝度値が０
となるように補正を行う、
測光装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の測光装置において、
　前記補正部は、前記標準偏差に基づいて、第１輝度範囲、及び当該第１輝度範囲よりも
輝度の高い第２輝度範囲を設定すると共に、輝度値が前記第１輝度範囲に含まれる撮像領
域の重み付け値を１、輝度値が前記第２輝度範囲を超える撮像領域の重み付け値を０に設
定して、各撮像領域の輝度値を補正する、
測光装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の測光装置において、
　前記補正部は、輝度値が前記第１輝度範囲を超過し、且つ前記第２輝度範囲以下となる
撮像領域の重み付け値を、当該撮像領域の輝度値に応じて設定する、
測光装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載の測光装置において、
　前記第２算出部は、補正後の複数の撮像領域の中で最も明るい撮像領域の輝度値と、被
写体の輝度に応じて設定された調整値とを用いて前記露出制御用輝度値を算出する、
測光装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載の測光装置において、
　前記撮像部は、記録用の画像データを取得する、
測光装置。
【請求項７】
　請求項１から５のいずれかに記載の測光装置において、
　前記撮像部とは異なる別の撮像部により記録用の画像データを取得する、
測光装置。
【請求項８】
　請求項１から７に記載の測光装置を備えた撮像装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の撮像装置において、
　予め設定された条件に適合する撮像領域の輝度値を低減させつつ、補正後の複数の撮像
領域の中で最も明るい撮像領域の輝度値に基づいて露出制御用輝度値を算出する測光方式
のオン、オフが切り替え可能に構成された、
撮像装置。
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【請求項１０】
　請求項９に記載の撮像装置において、
　舞台撮影用シーンモードが選択可能に構成され、当該舞台撮影用シーンモードが選択さ
れた場合に前記測光方式をオンに設定する、
撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測光装置、及びこれを備えた撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、多分割測光の性能が向上し、ほとんどの撮影シーンで概ね失敗のない露出に制御
することが可能となっている。しかし、舞台上において、背景が暗く、人物のみにスポッ
トライトが当たっているような特殊なシーンの場合には、適切な露出の制御が難しいこと
がある。これを解決するため、ユーザがピントを合わせたＡＦエリアの輝度を参照して、
露出を制御するカメラが提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－７５３５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載のカメラでは、ＡＦエリアが被写体からずれたときに、露出を適
切に制御できない場合がある。一方、ＡＦエリアの位置に係わらず、画面内に存在するハ
イライト部分の輝度を参照して、露出を制御する測光方式が知られている。しかし、この
測光方式では、画面内の主要被写体の他に高輝度な光が存在するようなシーンでは、その
高輝度な光の影響を受けるため、適切な露出の制御ができないことが考えられる。例えば
、舞台上において、背景が暗く、人物のみにスポットライトが当たっている場合に、背景
に高輝度な反射光が存在するようなシーンである。この場合、高輝度な光の影響により露
出がアンダーとなり、人物の顔を適切な明るさで再現できないことが考えられる。
【０００５】
　本発明の目的は、画面内のハイライト部分を優先しつつ、より安定した露出の制御を行
うことができる測光装置、及び撮像装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、被写体光を複数の撮像領域で撮像し、各撮像領域の画像デー
タを取得する撮像部と、各撮像領域で取得した前記画像データから、各撮像領域の輝度値
を算出する第１算出部と、予め設定された条件に適合する撮像領域の輝度値を低減させる
ための補正を行う補正部と、補正後の複数の撮像領域の中で最も明るい撮像領域の輝度値
に基づいて露出制御用輝度値を算出する第２算出部と、を備える測光装置である。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の測光装置において、前記補正部は、前記第
１算出部で算出された各撮像領域の輝度値を平均化し、その標準偏差を算出すると共に、
予め設定された条件に適合する撮像領域として、前記標準偏差に基づいて設定された輝度
範囲よりも高い輝度値となる撮像領域について、その輝度値が０となるように補正を行う
。
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の測光装置において、前記補正部は、前記標
準偏差に基づいて、第１輝度範囲、及び当該第１輝度範囲よりも輝度の高い第２輝度範囲
を設定すると共に、輝度値が前記第１輝度範囲に含まれる撮像領域の重み付け値を１、輝
度値が前記第２輝度範囲を超える撮像領域の重み付け値を０に設定して、各撮像領域の輝
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度値を補正する。
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の測光装置において、前記補正部は、輝度値
が前記第１輝度範囲を超過し、且つ前記第２輝度範囲以下となる撮像領域の重み付け値を
、当該撮像領域の輝度値に応じて０．１～０．９の範囲で設定する。
　請求項５に記載の発明は、請求項１から４のいずれかに記載の測光装置において、前記
第２算出部は、補正後の複数の撮像領域の中で最も明るい撮像領域の輝度値と、被写体の
輝度に応じて設定された調整値とを用いて前記露出制御用輝度値を算出する。
　請求項６に記載の発明は、請求項１から５のいずれかに記載の測光装置において、前記
撮像部は、記録用の画像データを取得する。
　請求項７に記載の発明は、請求項１から５のいずれかに記載の測光装置において、前記
撮像部とは異なる別の撮像部により記録用の画像データを取得する。
　請求項８に記載の発明は、請求項１から７に記載の測光装置を備えた撮像装置である。
　請求項９に記載の発明は、請求項８に記載の撮像装置において、予め設定された条件に
適合する撮像領域の輝度値を低減させつつ、補正後の複数の撮像領域の中で最も明るい撮
像領域の輝度値に基づいて露出制御用輝度値を算出する測光方式のオン、オフが切り替え
可能に構成される。
　請求項１０に記載の発明は、請求項９に記載の撮像装置において、舞台撮影用シーンモ
ードが選択可能に構成され、当該舞台撮影用シーンモードが選択された場合に前記測光方
式をオンに設定する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、画面内のハイライト部分を優先しつつ、より安定した露出の制御を行
うことができる測光装置、及び撮像装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態のカメラ１の構成図である。
【図２】操作部１０１の具体例を示す斜視図である。
【図３】第２撮像部１１２の分割された撮像領域を示す模式図である。
【図４】制御部１０３により実行される基本的な撮影処理の手順を示すフローチャートで
ある。
【図５】制御部１０３により実行されるハイライト重点測光処理の手順を示すフローチャ
ートである。
【図６】第２撮像部１１２で撮像された画像の一例を示す模式図である。
【図７】（ａ）は第２撮像部１１２の各撮像領域における輝度値を示す模式図である。（
ｂ）は重み付けテーブルを示す模式図である。（ｃ）は第２撮像部１１２の各撮像領域に
おける出力評価値を示す模式図である。
【図８】制御部１０３により算出された輝度値の分布を示すヒストグラムである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。図１は、本実施形態のカ
メラ１の構成図である。図２は、操作部１０１の具体例を示す斜視図である。図３は、第
２撮像部１１２の分割された撮像領域を示す模式図である。
【００１０】
　図１に示すように、撮像装置としてのカメラ１０は、カメラ本体１００と、レンズ鏡筒
２００と、を備える。カメラ１０は、カメラ本体１００に対してレンズ鏡筒２０が着脱自
在に装着されるレンズ交換式のデジタル一眼レフカメラである。
【００１１】
　カメラ本体１００は、操作部１０１と、第１撮像部１０２と、制御部１０３と、メモリ
カードスロット１０４と、モニタ１０５と、表示パネル１０６と、を備える。また、カメ
ラ本体１００は、ミラー１０７と、シャッタ１０８と、表示部１０９と、プリズム１１０
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と、測光レンズ１１１と、第２撮像部１１２と、接眼部１１３と、を備える。
【００１２】
　操作部１０１は、ユーザにより操作される複数の入力部材により構成される。操作部１
０１には、図２に示すように、モードダイアル１２１、レリーズボタン１２２、メインダ
イアル１２３、サブダイアル１２４、セレクタダイアル１２５、測光モードダイアル１２
６、その他の各種ボタン、スイッチ（不図示）が含まれる。
【００１３】
　モードダイアル１２１は、ユーザが撮影モード又は撮影シーンを選択する際に操作する
ダイアルである。ユーザは、モードダイアル１２１において、所望の撮影モードを選択す
ることにより、シャッタスピードや絞り値等を自分で決めて撮影することができる。ユー
ザが選択可能な撮影モードとして、例えば、Ｐ（プログラムオート）モード、Ｓ（シャッ
タ優先オート）モード、Ａ（絞り優先オート）モード、Ｍ（マニュアル）モードがある。
【００１４】
　また、ユーザは、モードダイアル１２１において、所望の撮影シーンを選択することに
より、その撮影シーンに最適な撮影条件で撮影することができる。即ち、ユーザが撮影シ
ーンを選択すると、選択された撮影シーンに最適なシャッタスピードや絞り値等が自動的
に設定される。ユーザが選択可能な撮影シーンとして、例えば、「ポートレート」、「風
景」、「スポーツ」、「クローズアップ」、「舞台」がある。本実施形態のカメラ１０で
は、ユーザが舞台撮影用のシーンモードとして「舞台」を選択すると、測光モードとして
、ハイライト重点測光（後述）が設定される。
【００１５】
　レリーズボタン１２２は、ユーザが撮影時に押下するボタンである。ユーザがレリーズ
ボタン１２２を押下すると、レンズ鏡筒２００の絞り２０２、及びカメラ本体１００のシ
ャッタ１０８が作動して、第１撮像部１０２において被写体像が撮像される。
　メインダイアル１２３及びサブダイアル１２４は、ユーザが各種モードの設定、絞り値
、シャッタスピード、露出補正値等を入力する際に操作するダイアルである。
【００１６】
　セレクタダイアル１２５は、上下左右の４方向と中央部に電気接点（不図示）を持つス
イッチである。ユーザは、セレクタダイアル１２５を操作することにより、複数の設定項
目の中から所望の設定項目を選択することができる。また、ユーザは、セレクタダイアル
１２５を操作することにより、選択した設定項目に決定したことを制御部１０３に指示す
ることができる。セレクタダイアル１２５は、主にモニタ１０５や表示パネル１０６に表
示された撮影条件等の変更操作、メニュー項目の選択、撮影済み画像の変更操作を行う場
合に用いられる。
【００１７】
　測光モードダイアル１２６は、ユーザが測光モードを選択する際に操作するダイアルで
ある。ユーザは、測光モードダイアル１２６を操作することにより、所望の測光モードを
選択することができる。図２には図示していないが、測光モードダイアル１２６の周囲に
は、各測光モードを示す図柄が印字されている。ユーザは、測光モードダイアル１２６を
回転させて、ダイアル上の指示マークを所望の測光モードの位置に合わせることにより、
測光モードを選択することができる。
【００１８】
　ユーザが選択可能な測光モードとして、例えば、スポット測光、中央部重点測光、マル
チパターン測光、ハイライト重点測光がある。スポット測光は、ユーザの選択したＡＦエ
リアに重なる部分だけを測光して露出を決定するモードである。中央部重点測光は、画面
の中央部分を重点的に測光して露出を決定するモードである。マルチパターン測光は、画
面上に設定された複数の領域毎に測光し、被写体の輝度分布、色、距離、構図等の情報に
基づいて最終的な露出を決定するモードである。ハイライト重点測光は、主に画面内のハ
イライト部分が適正な明るさとなるように露出を決定するモードである。本実施形態のカ
メラ１０は、測光モードダイアル１２６を操作することにより、ハイライト重点測光方式
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のオン、オフを切り替えることができる。ハイライト重点測光については、後述する。
【００１９】
　再び図１を参照して、説明する。第１撮像部１０２は、記録用の画像データを取得する
。第１撮像部１０２は、ＣＭＯＳイメージセンサ又はＣＣＤイメージセンサにより構成さ
れる。撮影時において、ミラー１０７（後述）、シャッタ１０８及び絞り２０２が作動す
ることにより、レンズ２０１により結像した被写体像は、制御部１０３により制御された
露出で第１撮像部１０２に撮像される。第１撮像部１０２において撮像された画像データ
は、制御部１０３へ出力される。
【００２０】
　制御部１０３は、レンズ鏡筒２０が装着されたカメラ１０全体の動作を制御する。制御
部１０３は、ＣＰＵ、メモリ及びその他の周辺回路（いずれも不図示）により構成される
。制御部１０３を構成するメモリには、ＳＤＲＡＭ及びフラッシュメモリが含まれる。Ｓ
ＤＲＡＭは、揮発性のメモリである。ＳＤＲＡＭは、ＣＰＵが実行するプログラムのデー
タを展開するためのメークメモリとして使用される。また、ＳＤＲＡＭは、演算に使用す
るデータを一時的に記憶するためのバッファメモリとしても使用される。フラッシュメモ
リは、不揮発性のメモリである。フラッシュメモリは、ＣＰＵで実行されるプログラムの
データ、プログラム実行時に読み込まれるデータ等が記憶される。
【００２１】
　制御部１０３は、第１撮像部１０２から出力された画像データを画像処理した後、所定
の画像形式、例えばＪＰＥＧ形式の画像データを生成する。また、制御部１０３は、生成
した画像データに基づいて、表示用画像データ、例えばサムネイル画像データを作成する
。制御部１０３は、生成した画像データとサムネイル画像とを含み、更にヘッダ情報を付
加した画像ファイルを生成して、メモリカードスロット１０４へ出力する。
【００２２】
　また、制御部１０３は、測光モードダイアル１２６でハイライト重点測光が選択された
場合、又はモードダイアル１２１で撮影シーン「舞台」が選択された場合に、第２撮像部
１１２（後述）から出力された画像データに基づいて、後述するハイライト重点測光処理
の手順に従って露出を決定する。制御部１０３は、後述する第１算出部、補正部、及び第
２算出部としての機能を備える。
【００２３】
　メモリカードスロット１０４は、記憶媒体としてのメモリカード（不図示）を挿入する
ためのスロットである。制御部１０３から出力された画像ファイルは、メモリカードスロ
ット１０４において、メモリカードに記憶される。
【００２４】
　モニタ１０５は、カメラ本体１００の背面に配置されたカラーの液晶パネルである（図
２参照）。モニタ１０５には、撮影画像（静止画、動画）、メモリカードに記憶された画
像ファイルの画像、各種の設定メニュー等が表示される。
【００２５】
　表示パネル１０６は、カメラ本体１００の上面に配置された白黒の液晶パネルである（
図２参照）。この表示パネル１０６には、主に撮影モード、測光モード、絞り値、シャッ
タスピード等の撮影情報が表示される。また、表示パネル１０６には、ユーザが操作部１
０１に対して行なった操作の内容が表示される。
【００２６】
　ミラー１０７は、レンズ２０１から第１撮像部１０２に至る光路中に介在する作用位置
と、光路中に介在しない退避位置との間を移動可能に設けられた反射部材である。ミラー
１０７は、図１に示す作用位置において、被写体光を表示部１０９側へ反射する。
【００２７】
　シャッタ１０８は、シャッタ羽根（不図示）を開閉することにより、第１撮像部１０２
に被写体光を導く。シャッタ１０８は、シャッタ制御部（不図示）により駆動される。ユ
ーザがレリーズボタン１２２を押下すると、シャッタ制御部によりシャッタ１０８が駆動
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される。
【００２８】
　表示部１０９は、高分子分散型の液晶パネル及び拡散スクリーン（いずれも不図示）に
より構成される。拡散スクリーンには、ミラー１０７により導かれた被写体光が結像し、
被写体像が表示される。液晶パネルには、例えばピントを合わせているＡＦエリアを指し
示すフォーカスポイントが表示される。表示部１０９に表示されたフォーカスポイントの
画像は、拡散スクリーンに結像された被写体像に重ね合わされる。フォーカスポイントの
画像と重畳された被写体像の光は、プリズム１１０（後述）内で反射されて、第２撮像部
１１２と接眼部１１３とに導かれる。
【００２９】
　プリズム１１０、測光レンズ１１１は、表示部１０９で結像した被写体像を、第２撮像
部１１２と接眼部１１３とに導く。
　第２撮像部１１２は、測光用の画像データを取得する。第２撮像部１１２は、ＣＭＯＳ
イメージセンサ又はＣＣＤイメージセンサにより構成される。第２撮像部１１２は、図３
に示すように、被写体光を４０（総画素数）の各撮像領域で撮像し、各撮像領域で画像デ
ータを取得する。第２撮像部１１２で取得された画像データは、制御部１０３へ出力され
る。第２撮像部１１２及び制御部１０３は、本実施形態において、測光装置を構成する。
　接眼部１１３は、表示部１０９で結像した被写体像を、ユーザが視認できるように所定
の倍率で拡大表示する。
【００３０】
　レンズ鏡筒２００は、内部にレンズ２０１と、絞り２０２とを備える。レンズ２０１は
、被写体光をカメラ本体１００に導く撮像光学系である。レンズ２０１は、複数のレンズ
により構成される。図１では、複数のレンズからなるレンズ２０１を、１枚のレンズとし
て表している。絞り２０２は、レンズ２０１を通過して、カメラ本体１００の第１撮像部
１０２に結像する被写体光の光量を調節する。
【００３１】
　次に、カメラ１０の撮影処理について説明する。図４は、制御部１０３により実行され
る基本的な撮影処理の手順を示すフローチャートである。
【００３２】
　図４に示すＳ１１において、制御部１０３は、ハイライト重点測光が選択されたか否か
を判定する。Ｓ１１の判定がＹＥＳであれば、処理はＳ１２へ移行する。また、Ｓ１１の
判定がＮＯであれば、処理はＳ１３へ移行する。
【００３３】
　Ｓ１２において、制御部１０３は、ハイライト重点測光により露出を決定する。ハイラ
イト重点測光については後述する。また、Ｓ１３において、制御部１０３は、選択された
測光方式により露出を決定する。なお、Ｓ１２又はＳ１３では、それぞれの測光方式によ
り算出した露出制御用輝度値ＣｔｒｌＢＶ（後述）に基づいて露出が決定される。
【００３４】
　Ｓ１４において、制御部１０３は、レリーズボタン１２２が押下されたか否かを判定す
る。Ｓ１４の判定がＹＥＳであれば、処理はＳ１５へ移行する。また、Ｓ１４の判定がＮ
Ｏであれば、処理はＳ１６へ移行する。
【００３５】
　Ｓ１５において、制御部１０３は、予め設定された撮影動作を実行する。具体的には、
制御部１０３は、ミラー１０７、シャッタ１０８及び絞り２０２を作動させ、レンズ２０
１により結像した被写体像を第１撮像部１０２に撮像させる。制御部１０３は、撮像によ
り取得した画像データに基づいて画像ファイルを生成し、メモリカードスロット１０４へ
出力する。
【００３６】
　Ｓ１６において、制御部１０３は、電源オフか否かを判定する。Ｓ１６の判定がＹＥＳ
であれば、本フローチャートの処理を終了する。また、Ｓ１６の判定がＮＯであれば、処
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理はＳ１１へリターンする。
【００３７】
　次に、図４のＳ１２において、サブルーチンとして実行されるハイライト重点測光処理
について説明する。図５は、制御部１０３により実行されるハイライト重点測光処理の手
順を示すフローチャートである。
【００３８】
　図５に示すＳ２１において、制御部１０３（第１算出部）は、第２撮像部１１２の各撮
像領域で取得された画像データの輝度値（以下、「出力」ともいう）を算出する。
【００３９】
　図６は、第２撮像部１１２で撮像された画像の一例を示す模式図である。また、図７（
ａ）は、第２撮像部１１２の各撮像領域における輝度値を示す模式図である。図６に示す
画像では、背景が暗く、人物Ｐのみにスポットライトが当たっている。また、人物Ｐの近
くに極端に高輝度な光Ｌが存在している。光Ｌと重なる撮像領域は、極端に輝度値の高い
撮像領域となる。そのため、図７（ａ）に示すように、光Ｌと重なる撮像領域及びその周
辺の撮像領域では、主要被写体となる人物Ｐと重なる撮像領域に比べて、より高い輝度値
が算出される。
【００４０】
　また、Ｓ２１において、制御部１０３（補正部）は、各撮像領域の輝度値に基づいて、
下記の式（１）により平均出力ＡｖｅｒａｇｅＬを算出する。
【数１】

【００４１】
　但し、Ｌ（ｉ，ｊ）は、座標（ｉ，ｊ）の撮像領域における出力である（図３参照）。
また、Ｎは総画素数（４０）である。図８は、制御部１０３により算出された輝度値の分
布を示すヒストグラムである。図８において、平均出力ＡｖｅｒａｇｅＬは、およそ４０
０となる。
【００４２】
　Ｓ２２において、制御部１０３（補正部）は、各撮像領域の輝度値及び平均出力に基づ
いて、下記の式（２）により標準偏差（Ｓｉｇｍａ）を算出する。
【数２】

【００４３】
　Ｓ２３において、制御部１０３（補正部）は、標準偏差に基づいて、重み付けテーブル
を作成する。重み付けテーブルは、出力をゼロにする撮像領域を決定するために使用され
る。出力をゼロにする撮像領域とは、画面内において、極端に輝度値の高い撮像領域であ
る。制御部１０３（補正部）は、ｒａｎｇｅ１（第１輝度範囲）、及びｒａｎｇｅ２（第
２輝度範囲）を用いて、極端に輝度値の高い撮像領域を判別する。ｒａｎｇｅ１は、下記
の式（３）により算出された輝度範囲である。ｒａｎｇｅ２は、下記の式（４）により算
出された輝度範囲である。
　　　ｒａｎｇｅ１＝ｓｉｇｍａ×ｋ＿ｒａｎｇｅ１・・・（３）
　　　ｒａｎｇｅ２＝ｓｉｇｍａ×ｋ＿ｒａｎｇｅ２・・・（４）
【００４４】
　式（３）及び（４）において、ｋ＿ｒａｎｇｅ１、ｋ＿ｒａｎｇｅ２は、製品毎に設定
される係数である。図８に示すように、ｒａｎｇｅ１の範囲は、ＡｖｅｒａｇｅＬから、
ＡｖｅｒａｇｅＬ＋ｒａｎｇｅ１の間となる。また、ｒａｎｇｅ２の範囲は、Ａｖｅｒａ



(9) JP 2015-166767 A 2015.9.24

10

20

30

40

50

ｇｅＬ＋ｒａｎｇｅ２を超える範囲となる。
【００４５】
　制御部１０３（補正部）は、出力Ｌ（ｉ，ｊ）について、ｒａｎｇｅ１又はｒａｎｇｅ
２よりも大きいか否かを比較し、その結果に応じて、重み付け値（ＷｔＴａｂｌｅ）「１
」又は「０」を設定する。具体的には、以下のように設定する。
　　　Ｌ（ｉ，ｊ）＜ｒａｎｇｅ１であれば、ＷｔＴａｂｌｅ（ｉ，ｊ）＝１
　　　Ｌ（ｉ，ｊ）＞ｒａｎｇｅ２であれば、ＷｔＴａｂｌｅ（ｉ，ｊ）＝０
【００４６】
　また、制御部１０３（補正部）は、ｒａｎｇｅ１≦Ｌ（ｉ，ｊ）≦ｒａｎｇｅ２となる
撮像領域の重み付け値を、下記の式（５）により算出する。
　　　ＷｔＴａｂｌｅ（ｉ，ｊ）
　　　　＝Ｌ（ｉ，ｊ）－ｒａｎｇｅ２／ｒａｎｇｅ１－ｒａｎｇｅ２・・・（５）
【００４７】
　図７（ｂ）は、重み付けテーブルを示す模式図である。図７（ｂ）に示すように、出力
Ｌ（ｉ，ｊ）がｒａｎｇｅ１未満の撮像領域は、重み付け値が１に設定される。出力Ｌ（
ｉ，ｊ）がｒａｎｇｅ２を超える撮像領域（高輝度な光Ｌの領域）は、重み付け値が０に
設定される。出力Ｌ（ｉ，ｊ）がｒａｎｇｅ１以上、且つｒａｎｇｅ２未満となる撮像領
域は、その出力Ｌに応じて重み付け値が設定される。
【００４８】
　Ｓ２４において、制御部１０３（制御部）は、各撮像領域の出力Ｌ（ｉ，ｊ）と、重み
付けテーブルの重み付け値（０～１）とに基づいて、下記の式（６）により出力評価値Ｌ
Ｗ（ｉ，ｊ）を算出する。
　　　ＬＷ（ｉ，ｊ）＝Ｌ（ｉ，ｊ）×ＷｔＴａｂｌｅ（ｉ，ｊ）・・・（６）
【００４９】
　図７（ｃ）は、第２撮像部１１２の各撮像領域における出力評価値を示す模式図である
。図７（ｃ）に示すように、重み付け値が０に設定された撮像領域では、出力が０となる
。出力が０となる撮像領域は、図８に示すヒストグラムおいて、ｒａｎｇｅ２を超える撮
像領域である。具体的には、図６において、高輝度な光Ｌと重なる撮像領域及びその周辺
の撮像領域では、元の出力に係わらず、出力評価値では出力がすべて０となる。従って、
Ｓ２１において、極端に高輝度な撮像領域及びその周辺の撮像領域で算出された高い輝度
値の影響を低減することができる。
【００５０】
　Ｓ２５において、制御部１０３（第２補正部）は、Ｓ２３で算出した出力評価値ＬＷ（
ｉ，ｊ）の中から、最大値（Ｍａｘ＿ＬＷ）を抽出する。
　Ｓ２６において、制御部１０３（第２補正部）は、出力評価値の最大値Ｍａｘ＿ＬＷを
、下記の式（７）により対数変換して、最大輝度値Ｍａｘ＿ＢＶＷを算出する。
　　　Ｍａｘ＿ＢＶＷ＝Ｌｏｇ２　（Ｍａｘ＿ＬＷ）＋ＢｖＯｆｆｓｅｔ・・・（７）
　但し、ＢｖＯｆｆｓｅｔは、出力評価値を輝度値に変換する際の係数である。
【００５１】
　Ｓ２７において、制御部１０３（第２補正部）は、画面内における最大輝度値Ｍａｘ＿
ＢＶＷを、下記の式（８）に代入して、露出制御用輝度値ＣｔｒｌＢＶを算出する。
　　　ＣｔｒｌＢＶ＝Ｍａｘ＿ＢＶＷ＋ＭａｘＯｆｓ・・・（８）
　但し、ＭａｘＯｆｓは、被写体の輝度に応じて設定された調整値である。
【００５２】
　制御部１０３は、算出した露出制御用輝度値ＣｔｒｌＢＶに基づいて露出を決定し、本
フローチャートの処理を終了する（図４のメインルーチンにリターンする）。
　従って、本実施形態のハイライト重点測光によれば、舞台上において、背景が暗く、人
物のみにスポットライトが当たっている場合に、背景に極端に高輝度な光が存在するよう
なシーンであっても、その高輝度な光の影響により露出がアンダーにならないため、人物
の顔を適切な明るさで再現することができる。
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【００５３】
　なお、図６において、極端に高輝度な光Ｌが存在しない場合には、図７（ｂ）で重み付
け値が０に設定された撮像領域の重み付け値が１（又は１に近い数値）に設定される。こ
の場合も、ハイライト部分（人物の存在する撮像領域）の出力に基づいて適切に露出が制
御されるため、上記と同様に、人物の顔を適切な明るさで再現することができる。
【００５４】
　上述した本実施形態のカメラ１０によれば、以下のような効果を奏する。
（１）本実施形態のカメラ１０は、画面内の極端に高輝度な撮像領域の出力を低減し、残
りの撮像領域の出力に基づいて露出制御用輝度値を算出する。これによれば、画面内に極
端に高輝度な光が存在していても、ハイライト部分が適切な明るさとなるように露出が決
定される。従って、本実施形態のカメラ１０によれば、画面内のハイライト部分を優先し
つつ、より安定した露出の制御を行うことができる。
【００５５】
（２）本実施形態のカメラ１０は、各撮像領域の平均出力に基づいて標準偏差を算出し、
その標準偏差に基づいて設定された輝度範囲よりも高い輝度値となる撮像領域の重み付け
値を０に設定する。これによれば、同じ輝度値であっても、設定された輝度範囲よりも高
い輝度値であれば出力が低減され、輝度範囲内であればハイライト部分と判断される。そ
のため、撮像領域における輝度値の大きさや、高輝度な撮像領域が画面内に占める割合等
に応じて、適切な露出の制御を行うことができる。
【００５６】
（３）本実施形態のカメラ１０は、算出した標準偏差に基づいて、第１輝度範囲、及びこ
れよりも輝度の高い第２輝度範囲を設定すると共に、輝度値が第１輝度範囲に含まれる撮
像領域の重み付け値を１、輝度値が第２輝度範囲を超える撮像領域の重み付け値を０に設
定する。これによれば、極端に高輝度な光と重なる撮像領域だけでなく、その周辺の撮像
領域についても、その輝度値に応じて出力が低減される。そのため、画面内に存在する高
輝度な撮像領域の分布等に応じて、より適切な露出の制御を行うことができる。
【００５７】
（４）本実施形態のカメラ１０では、ユーザが舞台撮影用のシーンモードとして「舞台」
を選択すると、測光モードとして、ハイライト重点測光が設定される。これによれば、ユ
ーザは、シーンモードとして「舞台」を設定するだけで、そのシーンに最も適した測光モ
ードを設定することができるため、使い勝手に優れている。
【００５８】
　なお、本発明は、以上説明した実施形態に限定されることなく、以下に示すような種々
の変形や変更が可能であり、それらも本発明の範囲内である。
　本実施形態では、本発明に係る撮像装置を、デジタル一眼レフカメラに適用した例につ
いて説明した。これに限らず、本発明に係る撮像装置は、ミラー、ファインダ光学系等を
備えていないカメラにも適用することができる。その場合に、記録用の画像データを取得
する撮像部は、測光用の画像データを取得する撮像部として機能する。
【００５９】
　本実施形態では、式（８）のＭａｘＯｆｓを固定値とした例について説明した。これに
限らず、操作部１０１において、複数のＭａｘＯｆｓを選択可能な構成としてもよい。こ
のような構成とした場合、ユーザは、被写体の明るさ応じて、露出制御用輝度値Ｃｔｒｌ
ＢＶを補正することができるため、撮影意図に応じた明るさを再現することができる。
【００６０】
　本実施形態では、出力Ｌがｒａｎｇｅ１以上、且つｒａｎｇｅ２未満となる撮像領域に
ついては、その出力に応じて重み付け値を設定する例について説明した。これに限らず、
上記撮像領域について、出力Ｌがｒａｎｇｅ２を超える撮像領域又は主要被写体との遠近
に応じて、重み付け値を変更するようにしてもよい。
【００６１】
　本実施形態では、ハイライト重点測光に適用した撮影シーンとして、「舞台」を例に説
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明した。これに限らず、本実施形態におけるハイライト重点測光は、夕景、夜景、被写体
に強い順光が照射されているシーン等にも適している。
【００６２】
　また、上記実施形態及び変形形態は適宜に組み合わせて用いることができるが、各実施
形態の構成は図示と説明により明らかであるため、詳細な説明を省略する。更に、本発明
は以上説明した実施形態によって限定されることはない。
【符号の説明】
【００６３】
　１０：カメラ、１００：カメラ本体、１０１：操作部、１０２：第１撮像部、１０３：
制御部、１１２：第２撮像部、１２１：モードダイアル、１２６：測光モードダイアル、
２００：レンズ鏡筒

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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